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akiramu
ノート注釈
3種類(世代)
この後にνeとかの記号を使っているので、電子型がどれなのかを書いておくとよいかも。

akiramu
ノート注釈
3つ

akiramu
ノート注釈
後の「これからの研究」のところで、どの振動パラメータが関係するかが書いてあるけど、それはここで最初に示した方が良いかも。

akiramu
ノート注釈
どのモードの精密測定？この流れだとθ13だけのようにも読めちゃうような気がします。そうすると、numuの方の意義についてふれられていない。

akiramu
ノート注釈
DayabayやRENOなどの原子炉ニュートリノで発見(あればペーパーを参照する)と書いた方が、この後に出てくる原子炉実験にはない加速器実験の優位性への話につなげやすい。

akiramu
ノート注釈
やはりここが分かりにくいです。もう少し別の表現はないですか？

akiramu
ノート注釈
どこでの反応数？

akiramu
ノート注釈
前置検出器部分で大型の水チェレンコフ……

akiramu
ノート注釈
ロジックがおかしい？
大きいから小型化したのでは？FVを分けたのは、小型ではチェレンコフリングによる飯能店の再構成ができないからでは？


akiramu
ハイライト表示

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ハイライト表示
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akiramu
ノート注釈
やはり「大変重要である」理由がピンとこない。「引き算で正しくFV内の反応数を出すには……」とかにする？

akiramu
ノート注釈
光子数の検出効率が一様になるように制御できるシステムを構築した。

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
この部分は上の「問題点」のほうに持っていくべきでは

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
解決すべき点として、Mizucheでの測定と、SKの解析手法の改良が挙げられているが、問題点のところでは、後者についてふれられていない。
こういう問題点があって、それに対してここを解決すべきという流れにした方がすんなりすると思います。
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akiramu
ノート注釈
前のページでふれられていた、SKの解析手法の改良について述べられていない。

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
この文はいりますか？
入れるなら、前の分のところで、ニュートリノ反応(主に荷電カレント反応)とか。

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
荷電粒子による事象

(他の二つが事象になっているので、それに合わせる)

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
何を測定するのか？

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
冒頭でもふれましたが、numuの精密測定をやる意義について述べられていないような気がします。

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
抑えることができる

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
とありますが、前の文でSKの不定性について述べられていないので、この文は唐突な気がします。問題点のうち、フラックス、ND280測定、ニュートリノ反応、SK測定、があり、そのうち、最初の3つを水チェで、残りをSK改良で解決する、という流れならわかります。

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
上述した反応のどっち？
後、バックグラウンドはSKでのビームnueと、SKでのパイゼロ反応と言っている。が、解決方法は水チェを改良して測定可能にするという。両者のつながりがすんなり入ってこない。
また、この書き方だと、二つのバックグラウンドを水チェでなんとかすると読めるが、そうではないですよね？

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
単に結果を使うのではなく、解析手法を改良した上で振動解析するのでは？

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
これについては、どうやって解決しますか？問題にならないなら、ならないと述べた方が良いかも。

akiramu
ノート注釈
日本語がすんなり入ってこなかったです。

SKでの電子ニュートリノの観測には、による信号事象は、荷電カレント反応(……)で生成される1つの電子によるチェレンコフリングとして見える、とか？これもいまいちか。

そもそも、チェレンコフリングって一般的なんでしょうか。

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
数が多いと振動していると言えるのであって、θ13を求めるだけならば別に振動していない場合でも0と求めることができると思います。
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akiramu
ノート注釈
精度良い

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ハイライト表示

akiramu
ノート注釈
やはり、ここでもnueのことしか述べられていない。
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